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１　はじめに
　高等部の生徒の中には，過去の体験から表現活動に苦
手意識を持っている者が見られる。中でも，表現活動自
体を楽しむ以前に，表現活動を拒絶する状況を呈してい
る場合がある。しかも，高等部の教育課程の中では，造
形活動自体には時間的にあまり重きを置かれない傾向に
あり，何らかの理由で小学部等での楽しい造形活動体験
を積み残したまま，高等部でも十分な活動を保障できず
にいる場合がある。しかし，青年期を迎えた高等部時代
であるからこそ必要な表現活動といった視点も大事にさ
れるべきと考える。
　高等部と言えば，学校からの卒業を前提にせざるを得
ず，特に「作業学習」の内容は職場で生かせるものに直
結する場合が多いが，本校の「仕事」の時間は，「作業
学習」のねらいを含んでいるが，それにとどまらず，「自
立と社会参加」につながる自分作りを，自分らしさを表
現する活動を通して図るといった側面を持っている。
　筆者は，本校に着任した2004年以来「焼き物班」に
所属しているが，特に高等部での2008年からの４年余り
（2008年までは中学部・高等部が合同で「仕事」をして
いた）に渡って「焼き物班」で電動ろくろを担当，ある
いは経験した生徒について，造形的要素を踏まえてまと
め直し，その成果と課題を明らかにしたい。
　更に，毎週金曜日の午後60分間設定している，高等
部「表現」の時間は，近年，音楽的活動と造形的活動に
分かれて行い，学校祭での発表など必要があるときには
合同で行ってきたが，音楽と造形の二者択一が好ましく
なく，両方の活動が必要な生徒が多くいることや，音楽
は大集団での効果が高く，造形は個々の活動が求められ
やすいといったことから，2010年からは全員が音楽的
活動に取り組み，造形は「くらし」の中でオープンクラ
ス（同じニーズの集団をクラスを解いて集まった形態）
等で，必要な生徒が取り組むこととした。
　本校の起源にまでさかのぼりつつ，高等部の教育課程
「表現」を中心に，これまでの「造形」にかかわる取組
の経緯をまとめることで，青年期の知的障害者の造形活
動のあり方についても若干だが考察する。
２　「焼き物班」での陶芸について
（1）「焼き物班」の活動
　粘土を使った作品作りは，自分の手で直接粘土に働き
かけることによって作り上げるため，活動がわかりやす
く，集中して取り組め，作品ができた喜びも得やすい。
その製法も機械ろくろや泥しょう鋳込みといった石膏型
を利用してある程度同じ作品を繰り返して作るもの，紐
積みによってもっと自由に個性的な作品を作るもの，電
動ろくろを使ってより自分らしく美しい作品を作るもの
などさまざまである。また，石膏型からできる作品にも
絵付けや模様付けによって他に二つとないものを作るこ
とができ，生徒の実態によって多様な方法が準備できる。
そうした意味で，作業活動を行うものの，取組自体が非
常に造形的要素にあふれている言えよう。
　各個人で作品を作ることだけでなく，再生粘土を作る
ことや，電気窯を使っての素焼き・本焼きの作業，それ
にかかわるサンドペーパーがけや釉薬がけの作業など，
全員で協力して取り組む活動も幅広く用意することがで
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きる。学校祭などでの販売にかかわることでは，値付け
やポスター・チラシ作り，包装するための準備や客への
対応，金銭の管理など，さらに様々な要素を活動の中に
入れることが可能である。このように，活動内容として
様々な教育的な活動をその中に仕組むことが可能であ
る。
　生徒同士の学び合ったり，先輩の作品を見本としたり，
教師も学習途中であるため，地域の陶芸家の先生にも来
校いただいて全員で教わる場面なども設定してきた。創
意と工夫，技の伝達など，人の面でも造形的な環境にあ
ると考えられる。
　時間の設定だが，通常は月曜から木曜の週４日。10:30
～ 12:30の120分間である。本校はチャイムがなく次の
活動への移行をかなり個に合わせて流動的に対応してい
るので，実質は120分間を切っている。また，給食当番
は12:10には教室に戻っている。2008年度から，研究対
象として「仕事」の時間に「早出」と言われるシステム
が組まれるようになり，長い時間が必要である，あるい
は適しているといった生徒は9:40スタートも可能となっ
た（このパターンを使うと一日最長170分間である）。
じっくり取り組むには十分な時間が保障された。
　また，同年より「一日仕事」（登校から下校準備まで
をクラスでなく「仕事」のメンバーと過ごし，班毎の様々
な活動に取り組む。年間５日実施）を設定した。具体的
には，準備が大変な釉薬がけを集中して行ったり，電気
窯の操作を教師と共に行ったりしている。他には「越前
陶芸村」へ出向いて個性豊かな芸術作品を鑑賞したり，
規格品を大量生産する陶工場などを実際に見学したりす
ることで製作意欲につなげるようにしている。
　陶芸は作品が完成するまで時間が長くかかり，成型し
たものが素焼き・本焼きを経て完成するまで通常半年
かかる。そのため，前年度末の「仕事体験」や４月の初
めに作った作品を約２ヶ月いう短い期間で本焼きまで行
い，全工程の見通しをもちやすいように工夫している。
　せっかく出来た作品だが，多くの人の手に渡り，喜ん
で使ってもらえることが制作意欲向上に大事なことであ
るが，出来た作品をまずは自宅に持ち帰り，お家の方に
喜んでもらうことから，学校祭に「虹の市」を企画した
り，校外でも「福井大学祭」において喫茶店などの企画
や，附属小などでのバザーに希望者を募って参加できる
ようにしてきた。
（2）電動ろくろを使った作品作り
　本校で，電動ろくろが導入されたのは，1996年のこ
とで，当時中心的に取り組んでいた三木優子によると，
２年生で，「焼き物班」で２年目を向かえる自閉症の生徒
がいて，非常に手先が器用なことから「あえて（班の）
配属を変えるより同じ焼きものの仕事の中でより難しい
課題を与えていく方が良いのではないかと考え」，１学
期に電動ろくろを準備し，陶芸家の梅藤先生に教えても
らいながら，教師がまず練習し始めたようである。「２
学期からは本人が取り組み，土殺しといって粘土の塊を
上に高く伸ばしたり押し下げる練習から入った。これは
すぐにできるようになったが，湯飲みと言えるような作
品ができるようになるまでには１カ月半かかった。指導
者が手本を見せることができるまでに上達していなかっ
たことから，梅藤先生から教わったコツを手をそえたり
言葉で伝えて指導してきた。最終的には，本人が繰り
返し経験の中から一番良い方法をつかんでいくしかな
かったが，根気強く取り組んだ。今では抹茶碗ほどの大
きな作品を作ることができるようになっている」『年報
No,22』（1997.3）と記述している。
　その後担当を受け継いだ天方和也は，本校の『年報
No,32（2007.3）』に次のようにまとめている。
　「本校の焼き物班で，電動ろくろを使った作品作りを，
活動として取り上げるようになってから十数年が経過す
る。焼き物という仕事は，製法により単に作業的な課題
としても取り上げられるが，一方，電動ろくろを使った
作品作りのように，限りなく趣味的な課題として扱うこ
とも可能である。電動ろくろを使った作品作りは技術的
に高度なので，その対象は障害の軽度の生徒で，進路も
一般就労を前提としている生徒が多い。そのような生徒
には，機械ろくろや泥しょう鋳込みの製法など，工程が
はっきりしていて，かつ作業量の確認できる活動に取り
組ませ，一定の作業にコンスタントに長時間取り組む姿
勢を伸ばすことが重要であると一般的には思われる。電
動ろくろを使った作品作りを通して，自分の技術が着実
に向上することを実感し，またその結果が確実に湯飲み
や抹茶碗などの作品に反映して，時間を経るに従いきれ
いな器ができあがっていくことを経験することは，充実
感や成就感につながる。また，自分の作った抹茶碗，急須，
水指などを，周りの大人が自分には即座に作ることがで
きそうもないことを自覚して，真剣に賞めてくれること
は，これまで味わったことのない成功体験である。この
ような経過を経て得た自信をばねに以下のような生徒が
社会に出ている」として，1998年度から2004年度の担
当児（８名）とその進路先（ほとんどが一般企業への所謂，
一般就労である）を挙げている。
　天方は電動ろくろにおいて「仕事」としての課題を設
定することから経験する充実感や成就感，そしてできた
作品の結果から得られる社会的な意義付けが本人を育て
ている点について注目している。一方，前段に趣味的な
課題の設定についても触れていて，その点については，
文脈上，その後に続く工場生産的な作業ではない点での
前置きと考えられるが「趣味的」の内容については触れ
られていない。
　趣味という言葉を検討するものではないが，造形的な
表現自体の喜びや楽しみ，ある意味，趣味的な要素が活
動レベルを向上させるといった側面にも注目したい。高
等部の「仕事」の中に，小学部で重視される遊びの要素
155― ―
高等部における知的障害児の造形活動に関する一考察
表１　　2007年度以降に高等部で電動ろくろを担当した生徒の状況（2011.7現在）
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政井　英昭
があって，それを楽しみながら進めることをより積極的
に捉えることで，その人らしい自分作りがより進むので
はないかと考えている。
　そういった視点を合わせて，特に電動ろくろを使って
活動している生徒達の活動状況を，2007年度以降（2011
年度は１学期現在）見ていくことで，電動ろくろでの活
動の意義などについて考察してみたいと考える。
（3）各生徒の活動状況
①年間を通じて取り組んだ生徒の事例
　年間を通じて取り組んだのは，A，E，F，Hの４人である。
こられの生徒は知的面での障害は中程度である。日常会
話はほぼ可能であり，肢体の動きにも大きな問題もない。
既に卒業しているA，E，Fは就労移行支援等のサービス
を利用するなど，今後一般企業などへの就労も視野に入
れた形となっている。
　AとFは自閉症，EとHは知的障害（精神発達遅滞）と
診断されているが，個の特性によってそれぞれマスター
できた内容や方法がかなり特徴的だった。できあがった
作品を大まかに表現すると，自閉症児の作品は，直線的
な切れの良さ，シャープさを感じさせるのに対して，知
的障害児のそれは，丸みのある味わい深い作品が多くで
きた。これらの事例数だけで断定はできないが，電動ろ
くろによる作品作りは，手だけが寄る辺であり，自分ら
しさが作品に投影されやすい。彼らの認知行動特性が作
品に出ていることは，できあがった作品群を見，共通す
る特徴を比べると理解できる。しかし，障害特性からの
理解はある程度必要であっても，板井理（2008）が指
摘するように「自閉症＝視覚優位だから造形処理能力が
高いのはあたりまえといったステレオタイプな認識…に
こだわりすぎると，大事なことを見落としてしまう危険
性」をもわきまえておかねばならない。
　彼らの過去の陶芸活動における履歴はどうであったか
を見ると，AとHは中学部時代に１～２年間，機械ろくろ
などを行った経験者であるが，EとFは１週間程度の体験
があっただけである。粘土に慣れるまでEとFは，AやH
よりも時間はかかったものの，11月に実施される「産
業現場等での実習（３週間）」開けには，土殺しができ
るようになるなど，進捗が見られ，１年間という長いス
パンの中で週に４回程度の「仕事」の時間を持ってすれ
ば，半年を過ぎた頃には，自分の思いがある程度表現で
きるようになると考えてよいであろう。
　生徒同士の人間関係について見ると，Aは07年度，E
とFは08年度で同時に行っている。Fは縦割りホームの
クラスが同じ先輩のAにあこがれていたこともあって苦
手な粘土（触覚過敏で汚れたくない意識が強かった）で
はあったが意欲は高かった。一方Eとは認知特性がかな
り違い，Fは夏休みなどの長期の休みが入っても，昨日
までやっていたように取り組むことができる（一旦入っ
た記憶は持続しやすい）が，Eはすっかり忘れやすい。
しかし，EはFが行っている活動を見ることで，それま
での活動を思い出すことができるという条件に恵まれ
た。更に，Fの２年目とHの１年目が重なっている。HはF
の活動の様子を手本にすることができ，比較的教師の指
示が少ない中でもマスターしていった。特に心理的な弱
さ（人前で話すのが苦手など）をもっているが，11月
の「現場実習」を終えた頃から急に上手く粘土をひくこ
とができるようになり，先輩の存在と相まって精神的に
も成長することができたといえよう。
　「現場実習」を終えた頃から，という話がEとFとHに
出てきたが，これも偶然ではない。10月までに養って
きた「仕事」における諸活動，あるいは伸びきれずにい
た活動の芽が「現場実習」という実際の産業現場での活
動を経ることによってジャンプアップする，開花すると
考えることができよう。
②短期間取り組んだ生徒の事例
　既に卒業しているB，C，D，Gの４名は１学期間程度，
電動ろくろによる作品作りに取り組んだ。通年の取組を
行わなかった理由は次の通りである。
B：筆者は機械ろくろを更にマスターして欲しいと思っ
ていたが，卒業を前に担任から本人の器用さを生かした
作品作りにも取り組ませて欲しいという願いの下，電動
ろくろに取り組んだ。
C：情緒的な問題が解決されていなかった。真面目で，
何でもそつなく行えるが，成果が直ぐ得られない電動ろ
くろへの取組に見通しが持ちにくかった。腕力がなく，
土を引き上げることが非常に難しかったため，２学期以
降は紐積みへシフトした。
D：ヘルペス脳炎後遺症からくる不器用さがあり，中学
部時代に機械ろくろに熱心に取り組んでいたため，３年
生としてマスターする可能性の低い電動ろくろより，機
械ろくろを更にマスターする方針であったが，本人の強
い希望で３学期に体験的に取り組んだ。意欲的に取り組
んだ土殺しについては上達せず，教師が形を整えた粘土
を使って作品作りに取り組んだ。
G：精神的な課題が多い中で，関心をもったものの一つ
が電動ろくろであるが，小さな皿状の物を作ると，気持
ちが治まったのか，難しいと自覚したのか，続ける意欲
は見られなかった。
　CとGは通年で実施した4名と比べて特に知的な面で
はそれほど大差はないが，特に情緒面・精神面での課題
が見られていた。統合失調症の急性期に芸術療法は向か
ないといった考え（ハンディキャップのある子ども達を
応援するインターネットキャンパスのCDI学園にも記述
がある）もあり，Cについては，もう少し作業的内容の
多い機械ろくろや泥しょう鋳込み製法には落ち着いて取
り組むことができた。このことは，芸術的な活動は心の
問題に諸刃の刃であるとも考えられ，積極的に設定して
良い場合と逆があるといった自覚が指導者側に必要とい
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高等部における知的障害児の造形活動に関する一考察
うことであろう。
　Bについて考えられるのは，知的な面の低さである。
土殺しを終えた段階まで教師が行うと，その後は，ろく
ろを回して器を形成する行為を楽しむことができ，ユ
ニークな杯のような器を作ることができた。通年でもう
少し支援方法を工夫して取り組めば，よりおもしろい作
品ができたかもしれない。彼は過去に機械ろくろで作品
を作ってきたので，知的に低い生徒の電動ろくろを使っ
た作品作りを検証するチャンスだったと言えよう。今後，
似たケースが現れた際に検討したい。
　Dについては，不器用さから避けたが，やはり土殺し
が大変であった。しかし，蕎麦鉢大の器がひけたことは
本人の意欲の高さからで，もう少し早くに少しずつ担当
させても良かったかもしれない。
　今後は，知的な面，不器用さや精神的状況との関係も
含めて，取組の工夫が更に必要と言えよう。
③今年度（2011年度）取り組んでいる生徒の事例
　１学期を終えたところで記録を書くには尚早ではある
が，今後の方向性も合わせて考察する。　
　当初，電動ろくろを担当する生徒の人選をしたが，やっ
てみたいと意欲のあったJやLも３年生ということで，果
たして電動ろくろを担当させて良いものか，年度当初か
ら疑問に感じ，２ヶ月間欠番状態にしておいた。
　Jは知的には過去の事例から考えて問題はないように
思われるが，学習障害（読み書き）上の特性が，前年度
末の「仕事体験」の際に顕著に出て，立体の構成イメー
ジを持ちにくいということが明らかになった。自分の
体が寄る辺の製法であるだけに，高３の１年間で，苦手
部分にあえて挑戦させて良いものか悩み，当分は機械ろ
くろで，本人の望む大皿を担当することにした。結果的
には，大皿は平面的であり，大きいということで自尊心
も傷つかずに済み，Jにとっては好都合のようであった。
６月の「一日仕事」で，Lが挑戦するのを横目で見つつ，
おそるおそる再挑戦となったが，その頃には，粘土の扱
いに慣れてきて，「仕事体験」の時のような全く形にな
らないといった状況は呈せず，自分なりに納得できたよ
うだ。立体イメージは持ちにくいが以前より器の形に慣
れてきた。一般就労を目指すなら，失敗できる学校時代
に関心のある分野で失敗しておく経験を積む必要があ
る。といった学部などの意見から二学期は，電動ろくろ
の担当にシフトすることにした。
　一方，同じく初年度であるが，Iは１年生ながら非常に
器用に粘土を扱い，菊練りも何とか形になるほどであっ
た。真似が得意で力もある。機械ろくろでの小鉢は一日
に５個以上丁寧に作ることができたために，６月から思
い切って電動ろくろに挑戦させた。もくろみ通り，土殺
しもかなりな速さでできるようになった。器も皿を中心
に，底が平たい器は苦手だが，逆円錐状の碗を作ること
ができた。彼は心情表現も豊かで，本当に楽しそうにろ
くろに向かう。しかし，30分も集中して取り組むとぐっ
たり疲れるようで，その後は機械ろくろで作った小鉢の
ペーパーがけなどを行うが，集中力は低く手はおろそか
になった。言い方は非科学的だが，電動ろくろに魂を持っ
て行かれた感じである。この様子からも，電動ろくろが
やはり心理面への働きかけが非常に強い活動であるとい
うことが確認できた。
　Iについては，12歳まで海外で過ごしていたことや，
現在でも家庭で母親が英語を使う傾向にあるため，実際
のIQより低い数値が出ていると考えられる。活動中も，
日本語で言われるより英語の方がしっくりくるようで，
英語混じりに指示を出すとより意欲をもって取り組んで
いる。
　更に，Lであるが，Fと同じクラスの後輩で，Fの作る
作品に強く惹かれていた。同じように僕も作りたいとい
う願いがあり，「仕事体験」でも，初体験のJやKが驚く
ほど丁寧な動きで，非常に厚いものの個性的な器をひく
ことができた。余りに造形的な作品であったため，１学
期は機械ろくろで蕎麦鉢を担当して，技術を磨いていた。
「一日仕事」で水を向けると，待ってましたという勢い
で電動ろくろに向かい，集中して粘土をひいた。今回も
非常に大味の重く厚いが，他に二つとない造形物が生ま
れた。BやDへの反省もあるが，２学期以降，時々電動ろ
くろに向かわせることで作り上げる喜びや満足感を得る
ことができるだろう。
　最後にKであるが，注意欠陥多動性ということでは，
2006年度に知的には中程度のADHDの生徒（高２）が２
学期まで取り組んだ事例がある。非常に意欲をもって取
り組んでいたが，上手くいかないためか急に意欲が低下
し２学期末で止めて，紐積みに移行した。今回のKは知
的には高いため，しっかり意欲を確認しながら進めるこ
とが可能であるが，途中で投げ出してしまうこともあり
得ると言えよう。来年度，１年を残していることから，
現在気に入ってなんとか取り組んでいる泥しょう鋳込み
製法と並行しながら，意欲を維持する工夫を図りつつ，
少しずつ進めていくことが必要と考えている。
④電動ろくろによる作品作りとは
　以上，12名に及ぶ生徒について考察してきたが，上
手く進んだ事例について，その成立要件を整理する。
ⅰ）力：陶芸家は軽々と土を扱っているように見えるが，
特に土殺しでは，腹筋や両腕に力を入れて粘土の動きに
対峙しなくてはならないため，そういった筋力が備わっ
ていない場合（C，Dなど）は，土殺しを教師に行って
もらう必要がある。
ⅱ）技：陶芸家によって器のひき方には個性があるもの
だが，中心に穴を開け，両手指で粘土を広げ，好みの形
にしていくといった，ある程度基本的な方法を見よう見
まねで身につけていく必要がある。初めは，生徒の背中
から一緒に手を持って教師がひくのに身を任せる方が上
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手くいく（Iはかなり自然に身を任せた）。その動きを次
第に自分の中に移していくことができると良いのだが，
体に力が入ってそれを受け入れにくい場合は，時間がか
かる（C，D，L）。ある程度つかめれば，他の人がひい
ている姿を見ながら自分に生かすことができる。Jのよ
うな学習障害で見るポイントがつかみにくい生徒には背
後から直接手を貸す支援や具体的に指さしすることなど
かなり丁寧さが必要であろう。
ⅲ）気持ち：意欲の問題は非常に大きい。Fは触覚過敏
もあり，力も特に強くなく，不向きかと思われたが，あ
こがれの先輩達の様になりたい思いから，熱心に取り組
むことができた。また，情緒の安定性も求められる。筆
者も土殺しをしている際に，慣れない頃は上手く土を寄
せることができなかったが，土の動きに対する集中で周
りの音が遠くに感じるまでになった頃にようやく中心に
土を寄せることができるようになった。実際Aなども周
囲で話をしていると「うるさい！」と怒ったものである。
疲れやすく，Iも電動ろくろに取り組んでいる際にはひ
どく静かであるが，終わると急におしゃべりになり，他
の活動がおろそかになりやすい（機械ろくろの際には安
定して取りくめていたのにである）。集中力も求められ
るし，結果養われるということであろう。
⑤高台付けについて
　電動ろくろでの作品作りは，器などの形ができて，粘
土の柱から底面を糸で切り離して終了では勿論無く，後
日，完全に乾く少し手前の状態で作品の上下を逆さにし
てろくろの中心に据え，粘土で固定し，ろくろを回転し
ながらかきべら（カンナとも言う）で底面をきれいに削
り，床面との接着部分を作り上げる必要がある。器の底
にある輪状の脚に当たる部分を高台と言い，手捻り作品
などでは細く丸めた粘土を輪にして底面に接着すること
から，高台付けと呼ぶが，電動ろくろでの作品の場合は
必要な分だけ粘土を削って高台を作ることになる。
　この活動の難しい点は，内側の側面と底面のカーブが
どのようになっているのか，底面や側面の厚さがどれぐ
らいあるのか，底面の状況（凸状なのか凹状なのか，そ
れがどの程度なのか），器の大きさや形からどのような
大きさの高台にするか等を総合的に判断して削らなけれ
ばならない。知的にある程度の力が望まれる。
　この高台付けは，通年実施した誰もが一応できるよう
になった。ただ，この活動も各生徒の特性が出やすく，
EやHの知的障害の場合，自分が不安で自信がないとき
などは，直径の小さなものになりやすかった。
⑥電動ろくろによる作品作りと造形
　物に働きかけるということは，人間が本来持っている
興味関心から行動がスタートし，対象物の変化の様子を
楽しんだりおもしろがったりすることで活動がより発展
していくということである。子ども時代には遊びがその
活動の中心であろう。年齢と共に他の活動に移行するが，
人間はどの年齢であっても，その活動に遊びの要素を持
つことを好む傾向にある。そうした人間の活動が文化や
文明につながっていると言えよう。
　物への働きかけ方や工夫の連続が，その人らしさと考
えられる。それは造形活動の基本的要素とも言えよう。
　電動ろくろでの作品作りは，何度も触れたが，型がな
い分，寄る辺が自分の体であり，自分の働きかけ方や工
夫の如何である。
　多くの生徒達を魅了していると思われるこの活動は，
物への働きかけ方や工夫の連続があり，遊びと共通した
要素のある楽しい活動である。直接的に粘土に働きかけ
ることで変化する有様の過程を楽しむことから始まるだ
ろう。更に，回転している粘土は，自分の働きかけに対
して，まるで意思をもっているかのように逆の反応をし
てくるのである。特に土殺しの場合は，「まるで生きて
いる」粘土を殺した状態にしなくればならないことから，
自分の粘土への働きかけが問われるのである。
　問われると言えば，作品を作る際に気をつける，粘土
の厚さや器の大きさや形，飲み口のちょっとした開き具
合など様々な面で自分らしさが出ることから，自分の分
身を生んでいる気になるほどである。その働きかけ方や
工夫の過程と結果によって何となく自分自身を知ること
にもなるのである。
　筆者自身の電動ろくろでの作品作りも，ようやく思う
大きさや形が引けるようになってきた程度であるが，始
めた当初から自分の作品に対して感じるのは，それなり
の形はできるが，自分らしさがどこにあるのかがはっき
り分からない平均的作品で終わってしまう点である。そ
れが自分らしさかもしれないと思うと愕然とするのだ
が，そのように自分を投影するという点で，まさに直接
的な造形活動と考えることができるだろう。
　この活動はその意味で，まさに心身の大きな成長期で
ある青年期に重要な活動ではないかと考える。背伸びを
してみたり，隣の庭が広く見えたり，逆に萎縮したり，
自分というものが見えにくく，どう育っていっていいの
か疑問や不安だらけの青年期。知的な障害があるが由に
同様の不安をより強く感じることもあるだろう。子ども
時代の遊びの要素を多く残しつつ，自分と向き合うこと
ができ，社会からの評価にもつながる，この時期に適し
た活動である。
　また，取組方としても，社会に出る前の高等部の「作
業学習」として，たくさんの同じ作品を長時間，しかも
失敗しないでといった目標で当たるのでなく，全く逆の
発想で，じっくりと自分の望む作品を最初から終わりま
で，失敗をすることで学びながら進めることがこの時期
の生徒にとって特に必要なことであると考えている。
　知的に高くなくても，少しずつ電動ろくろに関わって，
例え高台付けは別の生徒に手伝ってもらっても，粘土と
の対話を楽しむことをより積極的に取り組ませたい。粘
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土を通して自分と対峙する，対話するおもしろさから得
るものが必ずあると考えるからである。
（4）電動ろくろ以外の活動
　造形的な楽しみを活動の中で進めることができるの
は，釉薬がけ，絵付け，更に紐積みによる造形的な花器
の制作等々。後のHの事例でも，釉薬の二色がけにハマ
る姿が見られるが，自分らしい一点物を作ることから，
造形表現の楽しさや満足感，他者からの評価で自己肯定
感を得ることができた。
①釉薬がけ等の工夫　
　１学期にも素焼きされた作品に釉薬をかけて本焼きを
行うが，特に９月には，学校祭の「虹の市」に向けて，
たくさんの素焼き作品に釉薬をかけ，本焼きを行う。特
に，教育実習生の課題としても取り組みやすいので，学
生の創意工夫も取り入れながら，楽しく釉薬をかける取
組を続けている。以下，かけ方の工夫である。
ⅰ）二色がけ（斜めにするなど組み合わせと角度の工夫）
ⅱ）重ねがけ（かけた作品の一部に，別に垂らす・描く）
ⅲ）吹きがけ（コンプレッサーや霧吹き等でかける）
ⅳ）マスキング（発釉剤・テープ等で粘土の地を出す）
ⅴ）削り（かけた釉薬を針やカンナで削り模様化する）
ⅵ）描く（筆で自由に器の内側など多種の薬で描く）
ⅶ）絵付け（釉薬の他に，呉須や色絵の具を使って模様
や絵を描いたり，文字を書いたりして，透明釉をかける。
ⅷ）白化粧土を生乾きの粘土に塗って乾いてから描く。
　機械ろくろや泥しょう鋳込みによって作られた作品
は，同じ石膏型から作られるため，同じような物になっ
てしまいやすいが，以上のような仕上げ方やその組み合
わせによって，その子らしい表現が生まれ，一点物の作
品と化すことができる。特に本焼きでは，どのように焼
き上がってくるかがやってみないと分からないという部
分もあり，制作意欲は高まるものである。
②紐積みで個性を発揮
　手回しろくろの上に円盤状に粘土を設置し，その端に
紐状に伸ばした粘土を積み上げていくことによって器を
形成していく製法である。初心者にとっては粘土の扱い
が比較的簡単で，思い通りの形になりやすい。重ねた紐
の重なり目を指でなめしながら積み上げるので，指先の
巧緻性なども養われる。
　この製法も，作品に個性が出やすい。そのため，生徒
にある程度自由に作るように活動を設定することで，よ
り自分らしい作品ができる。これまでに，高さ40cmを
超す長細い器から，直径40cm近くで高さ15cm程度の水
盤まで，様々な形の作品ができている。
　また，表面のなめしを指で丁寧にすることのみを求め
るのではなく，生徒によっては力強い指の後だらけだっ
たり，あえて指の後が何重にも規則的に残る物だったり
（その大きさも生徒によって個性が出る）あるいは，櫛
やヘラで模様（傷や細かい押し型など）を全面にわたっ
て付けた物だったりといった作品づくりに取り組んでき
た。そういった方法はより自由な状況の中で生徒自身が
見つけ出し楽しんで取組んだものである。
  また，ある生徒は，粘土を筒状に積み上げ生乾きの表
面にいろいろな形の型で穴を開け，ランプジェードを
作った。この穴を開けるのは教師からのアイデアだが，
ただ丸い物だけでなく，様々な形の型で自由に開けさせ
ることで，楽しい作品がいくつもできあがった。
（5）H児の事例
　中１（2006年度）の後，2009年と10年に電動ろくろに
取り組んだHについて，特に高等部２年生で活動を中心
にまとめた。自信がないためか人前で話すことがあまり
できず，そういったコミュニケーションの力が向上する
ことも課題の一つにしながらの取組であった。
①Hについて
　100kgを越える体格の割に運動面での器用さが印象的
である。腕力などもあり，体で覚えたことは身に付きや
すく，手先も器用な面がうかがえる。一方，知的面では
書字や計算なども中学部以来，繰り返し学習してはいる
が更なる向上が見えにくい。
②高等部１年生（2009年度）での取組
・１学期：４月は手回しろくろで紐状の粘土を積み上げ，
花器などを作った。中学部の頃と比べて指でのなめしが
上手くなっており，とても丁寧に行えた。５月以降は，
電動ろくろで器を作った。粘土を手で広げ，皿状の物や
小さな器を作ることができた（直径10cm以下）。陶芸家
の福島先生が学校に来られた時には，作る様子をよく見
て，自分が作る時に真似ようとしていた。
　「お先です」といった挨拶などは，自信なく小さな声
で廊下で言っていた。電動ろくろでの作品作りで困った
時や終わった時には，きちんと教師に伝えに来ることが
できたが，主に視線や表情で伝えようとした。
・２学期：電動ろくろで器の制作。土殺しを一人で行え
た。隣のFの制作の様子をじっと見つめながら，自分の
技に取り入れようとしていた。特に現場実習後には，手
の指で粘土を大きく広げることができるようになり，深
みを持った丸い作品を作り出すことができた。本児らし
い柔らかい曲面のある作品となった。また，高台付けも
順次身につけ出した。
　焼き物の部屋を後にするときに「お先です」と廊下か
らだが，はっきり挨拶できるようになってきた。
・３学期：電動ろくろでの作品作りの続き。更に，上手
く作ることができた。特に，抹茶碗に適した形を上手く
作り上げ，しかも，柔らかく暖かい味が出ている作品を
作り上げた。高台付けも，休み明けには「わすれた」と
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言っていたが，隣のFのやり方を見せると直ぐに思い出
し，取り組んだ。直ぐに一人だけで裏面を平たく削り，
教師に尋ねてから，高台の内側を上手に削ることができ
るようになってきた。釉薬がけやその準備も黙々と取り
組めた。
③高等部２年生（2010年度）での取組
（ア）活動時間の設定
　スタートを早め，9:40～ 12:10の２時間半を設定した。
（イ）活動状況（１学期）
ⅰ）活動の記録
４月23日（金）電動ろくろで器を３つ作る。外に広がる
ような形も作れると良いと図示する。
４月28日（水）高台付けを黙々と取り組む。どれだけ削
るとよいか「これ？」と，最初に聞きに来る。
５月19日（水）電動ろくろで２つ形成。底の内側が凸状
になるので，せめて丸く凹むように指示。
５月20日（木）電動ろくろで２つ形成。大きな作品を作
るときは，もう少し親指を深く入れてから広げると粘土
を多く使えて良いことを指示する。
６月９日（水）電動ろくろで３つ。かなり大きな作品がで
きあがるようになった。もう少し薄くできるとさらによ
いことを告げる。
６月14日（月）校内研究会。小学校時代の担任に見ても
らう。照れてしまい１つ目の作品は失敗。２つ目は高さ
が出せず，３つ目は抹茶碗状になり，うれしそう。
６月15日（火）電動ろくろで３つ。１つ目は大きい作品，
２つ目は丼状，３つ目は粘土が足りず飯碗状。
６月18日（金）高台付けで薄くしようとがんばっていた
が，途中で，頭を下げて動かずにいる。「どうしたの？」
と聞くと「…これ」と，高台の内側を削りすぎて穴が空
いてしまっていた。「指で少しずつ固さをみてね。分か
らなかったら先生を呼んでね。」
６月28日（月）電動ろくろで１つ。「中心見て下さい」の
他に「（粘土の中に）かたい（石状）の（ものが）ある…」
と言って，指をさして教えてくれた。 
７月６日（火）電動ろくろで３つ。「どんだけ削ったらい
いですか？」としっかり聞きに来ることができた。形状
もより良くなっている。菊練りも練りヒダは菊とは言え
ないが，手つきは良くなってきた。
７月８日（木）今年度はじめて陶芸家の福島先生に来て
いただく。１つ目は失敗気味で助けてもらい，薄くでき
るようにと指摘される。２つ目で，かなり抹茶碗らしく
ひけた。３つ目は粘土が足りず飯碗状。
ⅱ）技能面とコミュニケーション面について
　電動ろくろで目指すのは，１月の新春茶会で使う抹茶
碗である。ろくろでの形成に入る前の，菊練りが少しで
きるようになってきた。土殺しはほぼ８割方できている
が，まだ，完全に一人ではできないが，必ず教師に確認
を求めて来ることができた。７月の福島先生の指導で，
かなり抹茶碗らしくひくことができるようになった。盛
り上がることの多かった底（内部）も，逆に凹み（茶溜
まり）を付けることができるようになってきた。高台付
けでは，教師に削る厚さやろくろの中心に置けたかを必
ず確認に来ることができた。削りは慎重だが，高台の内
側より外側の方が低くなるように削るべきなのだが，ど
うしても内側が深くなってしまいやすく指示が必要であ
る。高台の直径が小さいことがよくあったが，学期末に
は，器の大きさにあった直径の高台を削り出せるように
なってきた。
　「中心（を）見て下さい」「どんだけ削ったら良いですか」
「（できたので）見て下さい」と，教師に聞きに来て，はっ
きりと言葉で伝えることができていた。その後，教師の
話を黙って聞くだけでなく，教師との会話が少し進むよ
うになってきている。みんなに向かって「釉薬（をかけ
る準備が）できました」も，意を決している感はあるが
何とか言うことができてきた。初めての生徒と焼き物班
歴が浅い教師が，二人で釉薬がけをしている側で，「中
から（内側を先にかける）」「もっと入れて」といったよ
うに教えることもできた。
（ウ）活動状況（２学期）
ⅰ）活動の記録
　教育実習生が４週間，焼き物の部屋にも来て一緒に活
動した。10月の学校祭の「虹の市」に向けて作品の仕
上げとして釉薬がけを課題にし，今までにやっていない
方法での釉薬がけを中心に進めていくことにした。
９月15日（水）前半の時間帯に７種類程度の釉薬の準備
を行う。後半の時間で，みんなの前で発表。筆者が「今
日の釉薬を発表します」と，前置きし，みんなの注意を
集めてあげると，釉薬のカードを見ながら「ヒワ亀甲，
白萩，黒釉…」と言える。９月に入って数回目だが，大
きな声で言えるようになってきた。
９月16日（木）電動ろくろで抹茶碗。深めの作品を２つ
ひけた。昨日の作品の高台付けも丁寧。
９月17日（金）再生粘土が硬めだったが，電動ろくろで
ひいて作品を１つ作る。失敗もしたが，いつも通り平気
な様子。次は新品の粘土を使うように言う。
９月21日（火）はじめに「今日，窯出し」と告げに来た。
週末に本焼きをしたのをよく覚えていて，楽しみにして
いたようだ。いい作品がたくさん出てきた。
９月22日（水）前回の本焼きで，二色がけの重なる部分
が薄くなる傾向にあったので，しっかり（3秒程度）漬
けることと，漬ける前にもう一度よく釉薬をかき混ぜる
ことを指示する。その後，「斜めにできる？」と聞いた
ところ，斜めに二色の釉薬をかけ分けることにもチャレ
ンジしていた。
９月29日（水）䉼抜き剤を使う方法を学生から教わる。
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３年生にも「こうやって」と教えていた。
９月30日（木）学生の研究授業だったが，学生の支援で
も釉薬名を発表することができた。釉薬の工夫は，ガム
テープを貼って䉼抜きを行うのを選んだ。
10月４日（月）久しぶりの電動ろくろで，しかも，再生
粘土だったが大きな器がひけたので褒める。
10月８日（金）公開研究会。参観者のいる中でも，電動
ろくろに安定して取り組めた。
　10月16日の学校祭後は作業週間，現場実習（10月25
日～ 11月12日）。通常の活動は11月中旬からとなった。
　現場実習開けの日曜に奈良市で開催された「近畿高等
学校総合文化祭美術・工芸部門」（11月14日会場：奈良
県文化会館）に筆者と二人で参加した。二色がけ抹茶碗
が「奨励賞」を受賞。県代表として，高校の美術部員数
名と他高校の美術科教員２名に同行する旅となった。
  展示会場では，どの作品にも封筒が貼られていて，高
校生のコメントが入っていた。封筒の中に，一枚コメン
トの紙が入っていたのがうれしかったようで，読んであ
げるとにこりとした。
　昼食後に，二人で商店街をぶらつき，器店を見つけ抹
茶碗を物色した。筆者が赤い器を選び買うのを一緒に
楽しそうに付き合って，その薄さを触ってみさせると
「薄っ！」と驚いたり，形ぶりや色合いを味わっていた。
11月15日（月）焼き物の部屋で筆者が奈良で購入した
抹茶碗を開封するときに，とても喜んで，店で見たどの
器も薄くきれいだった話にうなずく。電動ろくろでの形
成も，期間が空いたにもかかわらず上手くできた。
11月17日（水）本校では，越前の土を購入しているが，
水簸（すいひ）と荒土を半分ずつ混ぜて使っている。荒
土が底をついたため，水簸のみで電動ろくろに向かわせ
た。粘土がクリーミーな感触で扱いやすかったようで，
形成し易いようである。この水簸だけの作品群が，結果
的に２学期で一番の出来であった。
12月13日（月）窯出し。たくさんの自分の作品に満足気。
もう少し高さを出して広がらないように指示。やはり，
再生粘土では作りにくい様子だった。
ⅱ）技能面とコミュニケーション面について
　釉薬がけでは，斜めに２色がけを行ったり，マスキン
グや釉抜き剤で抜きがけを行ったりしたが，自分の思い
に合わせて工夫してかけることを楽しんでいた。
　実習開けから，それまでよりも深く暖かみのあるカー
ブのついた薄い茶碗を作ることができるようになってき
た。高文祭で行った奈良の器店で触った碗の薄さが直接，
本人の技能に好影響を与えている。また，水簸の操作性
の良さを活かして，今までにない器をひくことができた。
（エ）活動状況（３学期）
ⅰ）活動の記録
　新春茶会の準備・本番などが開け，焼き物の再開は１
月24日からとなったが，左手小指の先が化膿しており，
しばらくは直接粘土は触ることができず，ナイロンの手
袋をして活動することになった。釉薬剥がし・再生粘土
作り・信楽粘土削り・テラスの雪かきなどといったみん
なのための仕事の他に，1月27日からは機械ろくろで大
皿を切り出す仕事に取り組ませた。
ⅱ）技術面とコミュニケーション面について
　２月後半からの電動ろくろでも，２ヶ月ぶりとは思え
ない，薄く，深い，大きな器をひくことができた。Hら
しい暖かみのあるカーブの器がたくさんでき，満足気
だった。３月には，高台付けで，自分でろくろの中心に
固定して，教師に確認をせずにでも，削り始めることが
できる（また，それを自分で判断できる）ようになって
きた。高台の外側の方がやや削り足りないといったこれ
までの課題も少し残っている状態で２年生を修了した。
④電動ろくろでの作品歴
（ア）高１時代（前半）の作品　　　　　　　　　　　
　　小さい　厚い薄い　底が凸　深さがない
（イ）高２（７月）の作品
　　少し厚い　高さが出る　歪まない　底が凹  大きい
（ウ）高２（２学期）の作品（素焼き前）
　　薄い　高さが更に出る（8.5cm位まで）形が安定
⑤成果と課題
　技能面では着実に伸び，ほとんど一人で行えている。
短いスパンでは，ろくろをひけない日がある程度続くと，
忘れていることがあったが，２年の３学期にはそれもほ
とんど感じさせない状況だった。前年度もそうであった
が，秋の現場実習後に，技の向上と定着が見られる。
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　３年生になっても継続するかが課題であったが，H自
身が希望する卒業後の進路先との関係もあって，「畑班」
に移籍し，時々後輩に教えに来てもらうことにした。
　中・高時代合わせて３年間の「焼き物」の活動の中で，
技術面での自信を高め，周囲との関わりも深めて行った
Hであるが，彼らしい丸みを帯びた作品の制作自体を楽
しんで行ってきたことは言うまでもない。その楽しさが
彼の今を形成していると言って良いであろう。
３　描画などの取組
（1）本校における取組の歴史
　初代教頭が美術教育の推進者で，その創生期の象徴が
アイオーの大壁画「平和の楽園」である。現在も玄関横
のこの「平和の楽園」は様々な意味で本校の象徴的存在
として輝きを放っているが，本校が特に造形にこだわっ
て教育課程を追求してきたとは言えない。
　高等部を中心とした歴史的な経緯や近年の取り組みか
ら，青年期の造形について陶芸以外の部分を考察したい。
①木水教頭（副校長）らの取組
　2011年１月，福井テレビの特別番組で放映された「光
への絵筆～自由を求めた画家と教員達～」によると，本
校初代教頭（現在で言えば副校長に当たる）の木水育男
は，「子どもが描く絵にこそ人間が本来的に持つ自由さ
が表れるのです」として創造美育の会での活動と並行し
て，自由教育の方針で本校創生期に教育課程の立ち上げ
の中心になった（1971年の本校創立時に赴任）。
　なにより「学校は芸術的でなければならない」とする
木水は創美の会で親しかったアイオーの大壁画制作の中
心となる。木水は大壁画を中心に具体的なハード面と，
教育内容のソフト面，全体に渡って創造的な取組のリー
ダーとなったが，これは，朝倉俊輔（2007）の「木水
育男の自由で生き生きとした学校づくりの実践」に詳し
い。
　例えば，木水は金沢美術学校の彫刻卒の国定秀行を呼
び寄せて粘土教育を担当させ，「木水流に言えば本物の
陶芸窯作りを命じた（50p）」とある。プールの手前に
焼き窯の部屋があり，現在は使われていないガス窯と灯
油窯があるがその際に導入されたものであろう。
②その後の取組（高等部を中心に）
　創立10周年頃には，既に高等部では「仕事」を中心と
した教育課程が行われていたが，自己表現や創造性を養
う活動の必要性が求められ，1984年度から独立した「表
現」の時間が設定された。
ⅰ）造形中心の時期
　85・86の２年間は美術科の阪本幸円が中心となって，
「学校祭の準備，描画，立体（粘土），版画等を行ってきた」。
ⅱ）テーマ設定の下，3分野の時期
　87年度は，「音」「身体」「造形」の３分野を機械的に分け，
「造形」は３学期木曜午後の６回となっている。
　88年度からは，放送教育福井大会との関連もあって
映像を取り入れたイメージ作りと，三分野の相乗活動で
の動機づけを追求する形で，４・５月「春」６・７月「海」
といった時期毎のテーマを設定し，そのもとに「音」「身
体」「造形」の活動が展開された。
　以降，同じように３分野にまたがったテーマを設定し
ての表現活動が続く。88年度は造形分野は11時間，89
年度は時間数は8時間，共同での海づくりや個別のお面
づくりなどが行われた。
　90・91年度も各６・８時間の造形活動がなされたが，
91年度は一部，グループに分かれて別のものを作って
いる（祭をテーマにし，神輿や獅子舞のグループと村や
木の背景グループ）。
　その後は，テーマ数は限られ期間が長くなる，生徒と
テーマを設定する，題材によってはグループ化すると
いった方向が見られる。95年度には文章表現も分野に
加わり，96年度は個別の「お話づくり」も設定された。
　この10年間，テーマ設定による総合的な活動によっ
て繰り広げられてきた表現活動の総括は記録されていな
い。後半の時期には個別の記録カードなどが見られるこ
とから，障害の重度化が進む中，個別の活動内容や課題
の設定を全体の中で行うことに難しさが感じられていた
のかもしれない。テーマが減り，個別の設定も見られる
ようになることからも伺える。
　造形分野では，描画の文字がある年もあるが，テーマ
にある意味限定された物づくりや絵本作りが中心となっ
ていて，個人による描画の継続した取組はあまり見られ
ない。しかし，一人ではできない集団の力を十分に生か
した独創的取組が繰り広げられてきた点は大きく評価で
きよう。
ⅲ）「表現」消滅期
　87年度から10年間続いたテーマ設定で各分野の相乗
効果をねらった表現活動であるが，97年度には消滅し
ている。96年度の『年報No,22』の「反省と課題」では
特に問題は指摘されていないが，97・98年度の『年報』
の学部の記録や週時程表に「表現」の記述は無くなって
いるのである。理由は書かれていないが，「選択活動」
が97年度にオプションバージョンからスタートしてお
り，個々のニーズに即した活動の設定がより以上に求め
られるようになってきた経緯があるのかもしれない。
ⅳ）中・高合同期
　99年度から「表現」が復活しているが，この頃は特
に中学部を中心に生徒数が激減したこともあって，中・
高合同での活動がもたれるようになっていた。月曜午後
の40分と短い時間設定で，「音楽」「絵画」「造形」「身体」
という分野分けであったが，テーマ設定はなく，担当が
音楽科の本多政子になったこともあって運動会や学校祭
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での音楽発表が中心となり，描画は春の自由画と学校祭
のポスター程度であった。00年度には時間不足を補う
ため，金曜の午後も「運動」と交替で「表現」が設定さ
れた。造形分野では「粘土」「自由画」「ポスター」など
が設定された。また，この年は運動会の入場門が作られ，
全校生徒が彩色に加わっている。
　01年度には担当の交替のためか，造形分野が増え，
全校縦割り色組を生かした壁画作りが，６月以降中心と
なっている。12月からは創作劇「恐竜をやっつけろ」を
テーマに各分野の活動を行っていた。02年度も同様の
取組が見られる。
　03年度は，年度の前半に「音楽班」「美術班」に別れ，
後半は色組別壁画作りであった。
　中・高合同のこの時期に特筆すべきは，色別の壁画作
りであろう。コラージュ的な貼り絵を含み，ベニヤ１～
２枚の作品で，現在も体育館の壁に多数展示されていて
来校者の目をひく物となっている。
③近年の取組
ⅰ）高等部の「表現」
　04年度には筆者が本校に赴任し，中学部担任として
表現担当の一人になった。生徒数が定員をかなり割って
いた学年帯は既に高等部を卒業し，人数的には適正規模
に復元しつつあったが，まだ，中・高合同で行っていた。
年度の前半は「音楽」，後半は「絵画」「書写」「工作」「写
真」にグループ分けして取り組んだ。人数が多いことも
あって，大集団での合奏や後半での選択肢を広げること
が可能となっていた。最終日に後半の作品の「全員品評
会」を実施した。
　05年度からは中学部は木曜午後，高等部は金曜午後に
別に時間を設定し，学校祭の出し物は合同で取り組むこ
ととした。中学部は通年和太鼓や身体表現を含む音楽を
行ったが，高等部は「楽器」「書道」「造形」の選択体制
が取られた。「造形」では粘土，水彩画，アクリル画の
制作を行い，卒業生のプレゼントも制作している。06
年度も同様で，年度の前半で「写真」「イラスト」「カラ
オケ」，後半は「習字」「貼り絵」「音楽」。
　07年度（筆者が高等部に移籍）は通年で「絵画」「写
真」「音楽」「習字」として，7月から10月初めまでは，中・
高合同で「学校生活」をテーマにして総合的な表現に取
り組んだ。
　08年度からは学校祭の発表も中・高別々に行うこに
となった。通年で「絵画」と「音楽」，学校祭は音楽劇
「森は生きている」で，衣装や小道具も作った。09年度
も同様で，学校祭は「八ツ島太鼓」を披露した。
　10年度から（現在）については，通年で音楽活動の
みを全員ですることにした。造形活動は「表現」の形態
から「くらし」の中に設定される「オープンクラス造形」
で，火曜午後の80分間や，午前の「仕事」の前の50分間，
特にニーズのある生徒が通年で実施することにした。こ
の「造形」の内容は，描画の生徒が多く，対象は静物を
描くだけでなく，自分の活動や夢・思いなども自由に描
いている。他に，写真やプラモデル，刺繍等も生徒の実
態に合わせて取り組んでいる。
ⅱ）全校縦割り班での取組
　07年度の全校縦割り活動で，ファイバー（現クラフト）
班が和紙を様々に折り染料で染め（折り染め），「鳥」「恐
竜」「花」のテーマから生徒がデザインした形に切り抜き，
各児童・生徒玄関の窓枠に貼り付けた。
　また，09年度には，クラフト班が壁画（ベニヤ２枚大）
「みんなのがっこう」を共同で完成させている。この年
は，壁画完成後にCDケースなどに彩色した光のオブジェ
作りも行い，後述の「造形展」に出品した。
　10年度のウッド班が運動会の入場門を再建した。入
場門のテーマやデザインについては公募し，美術科の森
田しず子がとりまとめた。11年度当初に児童・生徒が
描いた絵を教師に大きく模写してもらったり，児童・生
徒が白の手形を押して鳩に見立てたりして５月末の運動
会までに完成させている。
ⅲ）造形活動にかかわる様々な取組
　2009年度，筆者は個人研究として科研費（テーマ名：
知的障害児の美術活動における支援方法などの探求と療
育や生涯活動の接点を求めて）を受けることになった。
　この研究を応募する際に推薦してもらった福井大学の
石井バークマン麻子教授から，美術科の宮崎光二教授・
湊七雄准教授を紹介され，大学での有志による学習会や，
NPO法人E&Cギャラリーとの協働で「児童生徒の造形
展」を企画していくことにした。
　特に，「造形展」での取組では，湊の「文化祭を街中
に持ち出すのではなく，アートとして展示する」という
方針の下，会場内は湊のアドリブパフォーマンスによっ
てレイアウトされ，好評を博した。
　また，地域の関心を持つ人との学習会として，「障
害のある子の造形から学ぶ」としてボーダレスアート
ミュージアムNO-MA（滋賀県近江八幡市）のアートディ
レクターを勤める，はたよしこの講演「アウトサイダ ・ー
アートの世界」を中心に参加者の持ち寄った作品を紹介
しあい，取組のあり方について協議した。
  また，大量には購入できなかったが，画材としてアク
リル絵の具や透明水彩絵の具なども購入して，校内での
日常の描画に生かしてもらうようにした。
　年度末には，有志で石井の知人である東海大学の小河
幸次教授の主宰する「アトリエトムテ」を視察（北海道
旭川市）。トムテを利用している障害者の作品のレベル
アップとプロの作家作品とのコラボレーション（障害者
の描いた絵に作家がカレンダーにデザイン化，シルクス
クリーンで印刷する等）といった発想が特に印象的で
あった。
　この科研での取組は，十分とは言えなかったが，それ
以降，下記のような取組のきっかけとなっている。
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　10年度末には湊の裁量でシルクスクリーンに関する
物品の購入。教員研修（2011.3本校で，2011.8大学で）
を進めている。また，11年の９月から本校のホームペー
ジがリニューアルされたが，web美術館のサイトも作ら
れ，年数回は更新される予定である。
④描画などの取組について
　高等部では，表現活動のない時代から，テーマを持っ
て総合的な取組をしていた時代，再び表現活動のない時
代から，中・高合同での共同での取組を経て，現在は「造
形」は「くらし」の中に位置づけられ，個別やオープン
クラスなどで頻度や単位時間の工夫の下，個人の活動を
中心に進められている。音楽活動も，給食後に個別に歌
の練習をする生徒もいることから，将来的には「表現」
は「くらし」の中に位置づけられ，集団的な活動も含め
て様々に工夫されることが予想される。
　一方，全校縦割りグループでの取組も見られる。今後
も，全校的な視野の下，集団で行うことのメリットと個
別に進めるメリットを考えながら進めることになろう。
　本校の造形活動を時間軸にそってまとめたのは初めて
で，各年度毎の取組と変遷がはっきりとした。一人一人
に即した取組と集団での取組のバランスをどう取ってい
くのか，内容別，生徒別に様々な工夫が必要であろう。
４　終わりに
　本校は時間割の枠がほとんど無く，活動の形態も自由
に編成されてきた。枠のない自由さが豊かで創意工夫に
満ちた活動を生む場合もあれば，逆に中途半端に終わっ
てしまう可能性もある。方法論に終わらず，常に何を培
いたいからそれをするのかといった視点と，一人一人の
各生徒に適しているのかが問われなければならない。
　陶芸（電動ろくろ）で，描画で，一人一人の生徒の何
を育てるのか，これからもケース毎に検討し，教育課程
の中でどう位置づけていくかといった点も協議していく
必要がある。今回の報告が，その一資料になればと思う。
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造形展2010（←ポスター）
福井大学教育地域科学部附属
特別支援学校
　児童・生徒　造形展
　２０１０「みにきて！」
心の感じるままに，今の自分
を表す子どもたち　絵で，版
画で，粘土で，織りで，写真
で…
・場所：駅前空間（JR福井駅前，旧生活創庫１F）
・期日：2010年２月27日（土）～３月７日（日）
・時間：11:00～ 18:00（月～土）
　　　　10:00～ 18:00（日）　最終日のみ～ 16:00
・期間中の企画　　２月28日（日）午後14:00～
　 アートカフェ企画（特別支援教育，美術教育の接
点を探る）関係者のシンポジュウム
　福井大学：湊七雄（美術科）
　福井大学：石井バークマン（障害児教育）
　福井南養護学校：野村伸子（中学部美術担当）
・期間中の土日　午後13:00～ 16:00
　 本校高等部生徒による「虹の市」（陶器，紙工品，
織物などの作品販売，他の時間帯でも展示販売）
造形展2010「みにきて！」の会場内
